
火力発電のご紹介
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(1-1、1-2、2-1号機
営業運転中 )
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発電設備認可出力 約 2,596.6 万 kW（2013.10現在）
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● 中部電力の火力発電所

東日本大震災以後、さらに火力発
電の占める割合が増えました。

発電の主役は火力です。

電力需要に応じて安定
供給を支えます。

夏季ピーク時の電力供給のイメージ（浜岡停止後）

出典：中部電力HP

石炭火力はベース電源、天然ガス火力は
ミドル電源、石油火力はピーク電源として、
電力の需要に応じて、それぞれの役割を
果たしています。

出典：中部電力HP
● 一日の電気の使われ方

（時）

政府の要請による原子力発電所の停止後、
火力の発電電力量の割合は、76％から91％に増加しました。

2012年度　発電電力量の構成

出典：中部電力HP

2010年度　発電電力量の構成

出典：中部電力アニュアルレポート他

（浜岡停止後）
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